
重点的に取り組んでいる南秋留小学校の３つの課題



１ 学力向上

(1)南秋留小学校の学力等の現状
（※１ 全国学力・学習状況調査の一部より）

(2)学力向上を図る主な取組
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本校の算数Ａ（主に知識）の平均正答率

授業内で個に応じ
た指導及び支援が充
実するよう、４名の
教員補助員を活用し
ています。
解答に至るまでの

考え方等を丁寧に助
言し、児童の学習意
欲を高めています。

昼休み後、放課後の時間を
活用して、全学年で補習の時
間を設定しています。
授業で分からなかった所や

質問したい所など、再度、担
任の先生と一緒に学習に取り
組みます。

上記左側のグラフを見ると、本校の児童の学力の現状は、全国の平均正答率を毎年下回っている状
況です。また、上記右側のグラフを見ると、「家で学校の授業の復習をしている」と回答した児童の
割合は、全国の平均より下回っている状況です。
このことを踏まえて、学校では、教員の授業力の更なる向上とともに、授業以外

での学習補償及び人的補償等の充実が課題であると捉えています。
また、学校は家庭と密に連携し、家庭での学習状況を把握するとともに、宿題や

復習等の家庭学習が充実するよう、取組の工夫が必要であると考えています。

※１ 全国学力・学習状況調査
文部科学省が、全国的な児童・生徒の学力や学習状況を把握・

分析し、教育施策の成果と課題を検証するために、平成19年度よ
り日本全国の小・中学校の最高学年（小6、中3）全員を対象とし
ている調査で、今年度は、４月１８日（火）に実施しました。

6年生の児童は、国語と算数のＡ問題（主に知識）とＢ問題
（主に活用）、質問紙調査を受けました。
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家で学校の授業の復習をしていると思う。

すべての児童にとって分
かりやすい授業（ユニバー
サルデザインを取り入れた
授業）を目指しています。
机上の整理や分かりやす

い板書等、児童が安心して
学習に取り組めるよう、環
境整備を徹底しています。



２ 体力向上・健康増進

(1)南秋留小学校の体力の現状
（※2 平成29年度東京都児童・生徒体力・

運動能力、生活・運動習慣等調査の一部より）

(2)オリンピック・パラリンピック教育を通じた取組
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※３ 男子の体力合計点

オリンピック・パラリンピック
教育を推進し、アスリート等との
直接的な交流を通して、児童の運
動やスポーツへの関心・親しみを
高めていきます。

上記のグラフを見ると、本校の児童の体力の現状は、ほとんどの学年男女で、東京都の体力合計点を
上回っている状況です。
このことを踏まえて、学校は、さらなる体力向上・健康増進に向けて、各学級における

体育の授業改善を図るとともに、オリンピック・パラリンピック教育の推進、体育的行事
（市のスポーツ行事を含めて）の充実、食育の推進等が課題であると捉えています。

※3 体力合計点とは、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅跳び、
ソフトボール投げの８種目の結果をそれぞれ１０段階で評価し得点化したもの

※2 東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査
東京都教育委員会が、東京都の児童・生徒の体力・運動能力及

び生活・運動習慣等の実態を把握・分析し、施策の成果と課題を
検証するために、平成23年度より都内公立学校の全児童・生徒
を対象としている調査で、毎年6月に実施しています。
児童は、8種目（握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳

び、20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投
げ）の調査を受けました。
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(3)校内の体育的行事の充実

(5)各種スポーツ行事への積極的な参加

(4)体育・保健の授業の工夫

食に関する正しい知識を
習得し、生涯にわたって望
ましい食習慣を身に付けら
れるよう、毎年、給食セン
ターの栄養士を招いたり、
米や野菜の栽培活動をした
りするなど、食育の授業を
大切にしています。

掲示物等を活用する
ことで、説明する内容
を極力減らし、運動量
を確保しています。
また、本時のめあて

を達成するために、技
能ポイントを提示し、
友達と対話的な活動を
取り入れ、学びを深め
ています。

運動会において、高学年紅白リレーに力を
入れるとともに、徒競走や団体種目など、各
自で進めている体力向上の成果を発揮する場
を学年ごとに設定し、全児童のがんばりを保
護者・地域とともに評価しています。

体力テストにおいて、各種目男女別１位の
児童に賞状を授与するとともに、上位５位ま
での優秀者の記録を校内に掲示し、児童のが
んばりを評価しています。

市主催のスポーツ行事にＰＴＡと連携して
積極的に参加しています。平成29年度のあ
きる野市子どもすもう大会においては、団体
戦優勝と個人戦においては9名の児童が1位
から3位までに入り、表彰されました。



３ 特別支援教育の推進

(1)特別支援教育の捉え方

(2)学校組織体制で推進する特別支援教育（学校相談体制の充実）

保護者の方へ
本校では、すべての児童が安心して学校生活を送るためには、学校相談体制の充実を図り、学校と保護

者、教育委員会、専門家等の関係機関との情報共有・連携が何よりも重要と考えています。
保護者からいただいた相談については、教育委員会や専門家等と連携しながら校内委員会で協議し、丁

寧に対応することに努めています。
お子さんのことで悩んだり、不安なことがあったりした際には、遠慮なく学校まで相談してください。

※学校の電話番号（042-558-1136）

児童は一人一人違った個性をもっています。字を書くのが苦手な子、体を動かすのが苦手な子、友達
と関わるのが苦手な子など、学校での学習や集団生活における困難さは、だれもが感じているものであ
り、それぞれ違っているものです。
学校では、児童一人一人が感じている困難さを的確に把握し、可能な限り支援していく

ことを特別支援教育と捉えています。

【学校相談窓口】
管理職、教職員（学級担任等）
特別支援教育コーディネーター
スクールカウンセラー 等
相談する相手は、誰でも構いません。

友達と仲良
く遊ぶのが
苦手だな。

字を書いたり，
覚えたりするこ
とが苦手だな。

校舎の西側階段を3階まで上ると、教育相談
室があります。教育相談室は、すべての児童・
保護者が利用できます。学校生活で悩んでいる
こと、困っていることなどを、心理の専門家で
あるスクールカウンセラーが親身になって無料
で相談を受けます。
スクールカウンセラーは、毎週木曜日に出勤

します。保護者の方で活用を希望する人は、担
任や管理職まで気軽に御連絡ください。



南秋留小学校Ｑ＆Ａ

(2)学校の様子を知るには、どうすればよいですか。

南秋留小学校の全教職員は、子供一人一人のことを大切に考えています。お子さんのことで不安な
こと、困っていることがありましたら、遠慮なく担任の先生に相談してください。
また、学校では担任の先生だけではなく、学校体制で対応していくために、学校相談窓口を設置し

ています。学校管理職（校長・副校長）及び特別支援教育コーディネーター、
スクールカウンセラー等が窓口になって、丁寧な対応を心がけています。

※平成29年度の学校相談窓口担当者
・学校管理職：(遠藤校長、江原副校長)
・特別支援教育コーディネーター：尾又(6-1)、遠藤康(1-1)、橋本(2-1)、高橋(養護)
・スクールカウンセラー：小倉(木曜日のみ勤務)

※学校相談窓口連絡先 042-558-1136 (午前８時１５分から午後４時４５分まで)

(4)いじめについて、どのような対策をとっていますか。

(3)児童の登下校時における安全・安心について、どのような対策をとっていますか。

(1)子供のことで相談したいときは、どうすればよいですか。

南秋留小学校は、年３回の学校公開と年４回の保護者会、個人面談、運動会、学芸行事（平成２９
年度は展覧会）、道徳授業地区公開講座等を実施して、保護者・地域の参画を得て、教育力を高めて
います。
また、情報の効果的な提供を保護者・地域に行うために、学校ホームページの作成や学校便り、学

年便り、学級便り、専科便り等を定期的に発信するとともに、校長ブログを
毎日更新して、南秋留小学校の子供たちの様子を伝えています。

※校長ブログ「生き生き南秋留小」
http://blog.livedoor.jp/minamiakirusho/

南秋留小学校は、児童の安全・安心を第一に考えています。
児童の登下校については、市のシルバー人材センターから派遣されている１１名の交通誘導員の他

に、町内会で組織されている学校安全ボランティアの方々によって、毎日登下校時の見守りを行って
います。
また、青少健及びＰＴＡと連携して、長期休業中の放課後の見回りや防犯

カメラ等の設置要望を市に働きかけています。
さらに、警察と連携してセーフティ教室を実施し、参加者で安全に関わる

ことについての意見交換を行っています。

南秋留小学校の全教職員は、いじめはいつでも起こりうるものとして常にアンテナを立て、未然防
止・早期発見に努めています。気になる情報があがった際には、速やかに学校いじめ対策会議を開
き、全教職員との情報共有、保護者との連携等について丁寧に進めています。
年３回（６・１１・２月）、全児童対象の学校生活アンケートの実施及び

５年生対象のスクールカウンセラーとの全員面接の実施等により、学校組織
を生かした計画的な取組を通して、いじめの撲滅を目指しています。


